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学校説明会等の日程
球技大会

体育祭1年オリエンテーション 萌黄祭（文化祭）

４月
始業式・入学式
１年オリエンテーション
模擬試験
横浜B＆Sプログラム
校外学習

10月
海外修学旅行
イングリッシュ・キャンプ
中間テスト
萌黄祭
（文化祭）
学校説明会

5月
中間テスト
体育祭

11月
進路ガイダンス

6月
教育課程説明会
英語検定（3年希望者）
生徒総会

12月
期末テスト
ポイティンガー・ギムナジウム訪問
韓国訪問
球技大会

7月
期末テスト
三者面談
講習 ・ 補習
サマー・イングリッシュ・キャンプ
オーストラリア交流校訪問

1月
模擬試験

8月
部活動合宿
学校説明会
講習 ・ 補習
三者面談

2月
入学者選抜

9月
英語検定

3月
卒業式
学年末テスト
球技大会
フレデリックダグラス高校訪問
ニュージーランド交流校訪問
ドリームプロジェクト（1年）

大和西高校の１年間　Calendar of Yamato Nishi High School

URL https://www.pen-kanagawa.ed.jp/yamatonishi-h/

◆全公立展 6月 13 日（土）
◆公私合同説明会 8月 6 日（木）
◆学校説明会（本校） 8月 21 日（金） ／ 10月 31日（土）

生徒の原案を基に同窓会の協力で作成した
YNC（大和西コミュニケーション）マーク



　大和西高校は創立より国際教育と生徒の進路実現を2つの柱にして、学校づくりを進めてきました。これまでに
文部科学省より「Super English Language High School」（平成18～20年度）、県教育委員会より「スーパーハイス
クール」（平成19～21年度）、「国際教育推進校」（平成21～27年度）、「グローバル教育研究推進校」（Ⅰ期：平
成28～30年度／Ⅱ期：平成31～令和3年度／Ⅲ期：令和4～6年度／Ⅳ期：令和7～9年度）の指定を受け、生徒・保
護者ばかりでなく地域からも厚い信頼を得て発展を続けています。
　また、生徒の進路実現に向けた指導にも力を入れており、進路実績も年々伸びています。令和7年度卒業生では
四年制大学・短大87%、専門学校8％、就職1%、進学準備4％でした。生徒一人ひとりが確かな学力を身に付け、
希望進路を実現するためのサポート体制を充実させています。

国際教育と進路実現

　生徒一人ひとりの進路実現をめざし、将来を見据えた「思考力」「判断力」「表現力」を育成する授業を展
開し、学習環境の整備を行っています。
● 計画的・組織的な授業改善  ● 習熟度別少人数クラスによる英語の授業
● 自習室・スタディホール・図書室の整備充実  ● 個々の進路実現に向けたガイダンスの実施
● 補習・講習の充実

学力向上

　生徒が主体的に活動する生徒会行事や部活動が活発に行われているほか、生きる力を身につけるための各種
キャリア教育に関連するプログラムが実施されています。
● 生徒が主体となって開催する萌黄祭、体育祭、球技大会などの生徒会行事
● 活発に行われ、数々の実績を残している部活動
● 「総合的な探究の時間」「LHR」を連動させたキャリア教育の実践
● ドリームプロジェクト（社会人講師によるワークショップ）
● 将来の職業を見据えたインターンシップ

進路実現
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　国際社会で活躍し貢献できるグローバル人材の育成をめざし、コミュニケーション・ツールとしての英語運
用能力の伸長と国際教育の推進を行っています。
● 実用英語技能検定試験の全員受検
 GTEC 検定（1・2 年生） 
● 横浜 B&S プログラム（2 年生春・全員） 
● サマー・イングリッシュ・キャンプ  
● 座間アメリカンハイスクールとの交流  
● 海外からの留学生受入れ

● イングリッシュ・キャンプ（1 年生秋・全員）
● 海外修学旅行（2 年生秋・全員）
● 姉妹校等との相互交流
 （アメリカ・ドイツ・ニュージーランド・韓国・台湾・オーストラリア）
● 第二外国語「ハングル」「ドイツ語」「中国語」「スペイン語」講座の設置

グローバル教育

豊かな人間性をもった社会に貢献するグローバル人材の育成

生徒会活動を通じて　　　生徒会長　生田 眞緒さん

　私は中学校でも2年間生徒会本部に所属していました。そして、私は｢生徒の代表として学校運営を
していくこと｣にやりがいを感じ、高校1年次は副会長、2年次に生徒会長を務めました。生徒会活動
の2年間では、企画が思うように進まず、意見がぶつかることもありましたが、特に今年は生徒会長と
して、率先して他の生徒会役員と対話をするようにし、解決に持って行けるように心掛けました。そ
して、5年ぶりに後夜祭の復活を成し遂げることができ、後夜祭に参加した生徒の楽しそうな表情がと
ても印象に残っています。そうして、私は一人では成し得ないことも、仲間となら実現出来ることを
実感しました。その経験を活かして、仲間と共に助け合いながら、これからも成長し続けていきます。

生徒会 副会長　越智 桜咲さん

　私は1年生から2年間生徒会役員として活動しました。１年次の書記も２年次の副会長も初めての
経験でしたが、後輩としても先輩としても学ぶことが多く、とても良い経験になりました。中学生の
頃、生徒会の選挙に出たものの落選してしまった経験があり、初めは立候補することが不安でした。
実際に生徒会として活動してからは、行事の準備などで様々な人と交流して、以前より初対面の人と
話すことに抵抗を感じにくくなっていきました。また次第にやりがいや楽しさを感じられるようにな
りました。あの時、この道を選んだことは今でも後悔していません。何事にも挑戦する姿勢や色々な
人と関わることを大切に、これからも精進していきたいです。



　大和西高校は創立より国際教育と生徒の進路実現を2つの柱にして、学校づくりを進めてきました。これまでに
文部科学省より「Super English Language High School」（平成18～20年度）、県教育委員会より「スーパーハイス
クール」（平成19～21年度）、「国際教育推進校」（平成21～27年度）、「グローバル教育研究推進校」（Ⅰ期：平
成28～30年度／Ⅱ期：平成31～令和3年度／Ⅲ期：令和4～6年度／Ⅳ期：令和7～9年度）の指定を受け、生徒・保
護者ばかりでなく地域からも厚い信頼を得て発展を続けています。
　また、生徒の進路実現に向けた指導にも力を入れており、進路実績も年々伸びています。令和7年度卒業生では
四年制大学・短大87%、専門学校8％、就職1%、進学準備4％でした。生徒一人ひとりが確かな学力を身に付け、
希望進路を実現するためのサポート体制を充実させています。

国際教育と進路実現

　生徒一人ひとりの進路実現をめざし、将来を見据えた「思考力」「判断力」「表現力」を育成する授業を展
開し、学習環境の整備を行っています。
● 計画的・組織的な授業改善  ● 習熟度別少人数クラスによる英語の授業
● 自習室・スタディホール・図書室の整備充実  ● 個々の進路実現に向けたガイダンスの実施
● 補習・講習の充実

学力向上

　生徒が主体的に活動する生徒会行事や部活動が活発に行われているほか、生きる力を身につけるための各種
キャリア教育に関連するプログラムが実施されています。
● 生徒が主体となって開催する萌黄祭、体育祭、球技大会などの生徒会行事
● 活発に行われ、数々の実績を残している部活動
● 「総合的な探究の時間」「LHR」を連動させたキャリア教育の実践
● ドリームプロジェクト（社会人講師によるワークショップ）
● 将来の職業を見据えたインターンシップ

進路実現

Yamato Nishi High School

School Guide 202601

　国際社会で活躍し貢献できるグローバル人材の育成をめざし、コミュニケーション・ツールとしての英語運
用能力の伸長と国際教育の推進を行っています。
● 実用英語技能検定試験の全員受検
 GTEC 検定（1・2 年生） 
● 横浜 B&S プログラム（2 年生春・全員） 
● サマー・イングリッシュ・キャンプ  
● 座間アメリカンハイスクールとの交流  
● 海外からの留学生受入れ

● イングリッシュ・キャンプ（1 年生秋・全員）
● 海外修学旅行（2 年生秋・全員）
● 姉妹校等との相互交流
 （アメリカ・ドイツ・ニュージーランド・韓国・台湾・オーストラリア）
● 第二外国語「ハングル」「ドイツ語」「中国語」「スペイン語」講座の設置

グローバル教育

豊かな人間性をもった社会に貢献するグローバル人材の育成

生徒会活動を通じて　　　生徒会長　生田 眞緒さん

　私は中学校でも2年間生徒会本部に所属していました。そして、私は｢生徒の代表として学校運営を
していくこと｣にやりがいを感じ、高校1年次は副会長、2年次に生徒会長を務めました。生徒会活動
の2年間では、企画が思うように進まず、意見がぶつかることもありましたが、特に今年は生徒会長と
して、率先して他の生徒会役員と対話をするようにし、解決に持って行けるように心掛けました。そ
して、5年ぶりに後夜祭の復活を成し遂げることができ、後夜祭に参加した生徒の楽しそうな表情がと
ても印象に残っています。そうして、私は一人では成し得ないことも、仲間となら実現出来ることを
実感しました。その経験を活かして、仲間と共に助け合いながら、これからも成長し続けていきます。

生徒会 副会長　越智 桜咲さん

　私は1年生から2年間生徒会役員として活動しました。１年次の書記も２年次の副会長も初めての
経験でしたが、後輩としても先輩としても学ぶことが多く、とても良い経験になりました。中学生の
頃、生徒会の選挙に出たものの落選してしまった経験があり、初めは立候補することが不安でした。
実際に生徒会として活動してからは、行事の準備などで様々な人と交流して、以前より初対面の人と
話すことに抵抗を感じにくくなっていきました。また次第にやりがいや楽しさを感じられるようにな
りました。あの時、この道を選んだことは今でも後悔していません。何事にも挑戦する姿勢や色々な
人と関わることを大切に、これからも精進していきたいです。

Yamato Nishi High School

School Guide 2026 02

　新たな大学入試制度に対応できるよう、卒業までに2級取得を目標
に、年々成果を上げています。  例年、在籍生徒のうち準2級80％、
2級5 0％、準1級1 0％程が取得しています。令和7年度は準2級
77％、2級52%、準1級3%が合格しました。

外国語教育
■ 全員が実用英語技能検定試験を受検します。

　第二外国語として選択科目に設置されており、英語以外の言語に触
れることができます。各講座では毎年多くの生徒が受講しています。

■ 「ハングル」「ドイツ語」「中国語」「スペイン語」 講座の設置

　「国際教育」を特色とする本校では、台湾で海外修学旅行を実施しています。毎日の授業で学習している外国語（英
語）を実践する機会になっていて、国際的な感覚を養うためのプログラムが盛り込まれていることが特徴です。B&Sプ
ログラム（現地大学生の案内による台北市内の自主行動）、現地高校との交流、体験活動による現地の人々との交流な
ど、「交流」をキーワードとして異文化理解を深めています。

海外修学旅行（台湾）

　１年生全員が参加して開催される１泊２日の宿泊研修です。10年以上
継続して実施しているこの行事は、毎年工夫を凝らしたプログラムが展
開されています。少人数グループにネイティブスピーカーのインストラ
クターがつき、生徒達は楽しみながら積極的に参加することで、英語力
やコミュニケーション力を身に付けていきます。最終日には舞台演出な
ども含めてスキットや日本文化紹介のプレゼンテーションを発表するな
ど、盛りだくさんの２日間です。

イングリッシュ・キャンプ

アメリカ交流　　　3年　青山 倫凰さん

　アメリカ研修を通じて、現地の英語や生活、文化を直接体験することができました。最初は自分の
英語が伝わるのかとても不安でしたが、ホストファミリーや現地の人々との交流を重ねる中で、少し
ずつ自信を持って話せるようになりました。自分の伝えたいことが相手に伝わったときや、相手の
言っていることが理解できたときに、英語学習の楽しさを強く感じました。また、日本との文化や価
値観の違いに気づき、自分の視野が広がったと感じています。この研修は、自分の中で英語の捉え方
が大きく変わった良い経験になりました。



ニュージーランド

横浜Ｂ&Ｓプログラム

サマー・イングリッシュ・キャンプ
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　海外修学旅行の事前学習として毎年２年生が取り組む行事です。日本の大学で学ん
でいる海外からの留学生を５～７名のグループで横浜市内を英語で観光案内するアク
ティビティで、英語で自己紹介をしたり、中華街、赤レンガ倉庫、ランドマークタ
ワーなどの観光名所を案内しながら散策し、交流を深めます。

横浜 Brothers & Sisters プログラム

　海外からの長期留学生（年間２～３名）が、クラスに所属して一緒に学校生活を送ります。これまでに、アメリ
カ、ブラジル、イタリア、カナダ、ニュージーランド、インドネシア、スペイン、ドイツ、スウェーデン、台湾、
ベルギーなど数多くの国々から日本語や日本文化を学びに訪れ、本校の生徒と一緒に学校生活を送っています。生
徒達は同年代の世界の高校生とのふれあいから多くを学びます。

留学生

姉妹校交流と英語教育

　福島県のBrit ish Hi l lsを訪れ、日常の英語授業での学習事項
を基礎に、更に高度な会話能力を身に付けられるよう、様々
なアクティビティを通して英語を学習します。研修のみなら
ず、生活全てに英語を必要とする同施設において、生きた英
語の体得と国際感覚を身に付けることを目指します。

サマー・イングリッシュ・キャンプ

アメリカ韓国

オーストラリア ドイツ

　姉妹校・交流校交流として、アメリカ・メリーランド州
のフレデリックダグラス高校、ドイツ・バイエルン州のア
ウクスブルクのポイティンガー・ギムナジウ
ム、韓国・世宗市のヤンジ高校、台湾の光復
高校、キャンプ座間のアメリカンハイスクー
ルとの交流を行っています。また、オースト
ラリア・ニュージーランドの高校との交流も
行っています。

オーストラリア交流を通じて　　　3年　芳賀 凜音さん

　私は以前から英語や世界の文化の違いに興味があったので、オーストラリア研修への参加を決めました。
初めての海外、初めてのホームステイだったので少し緊張していましたが、オーストラリアで出会った人達
は皆温かく迎えてくれました。1週間ほどですが現地の学校に通えたのは本当に貴重な体験でした。今でも
交流のあるバディの子は日本のことを沢山質問してくれましたが、そこで初めて私は日本のことを説明でき
るほど知らないと気付き、世界の違いを知っていく上では自国のことも理解しておくべきだと感じました。
ホームステイ先では沢山コミュニケーションを取り、毎日が新鮮で興味深いことの連続でした。聞き取れな
いことで不安を感じた瞬間もありましたが、伝えたいことをまとめて少しでも言葉にすることを意識して会
話しました。中々出来ない経験をさせてもらい、良い刺激を受けたと思います。これからの英語学習も頑張
ろうと思わせてくれた貴重な研修期間でした。

ニュージーランド交流を通じて　　　3年　石山 千紗さん

　私がニュージーランドに興味を持ったきっかけは、弟がラグビーに取り組んでいることでした。実際に訪
れると、ラグビーだけではない多くの魅力に出会いました。現地の人々の親しみやすさや美しい大自然に触
れる中で、自分の世界が広がっていくのを感じました。またラグビーという共通の話題があったことで
ニュージーランドの学生たちとも自然に会話が生まれ、言葉や文化の違いを超えてつながることができまし
た。この経験を通して、文化や価値観の違いを受け入れる気持ち、相手を理解しようとする姿勢、自分から
一歩踏み出して関わることの大切さを学びました。ニュージーランドでの出会いや気づきはこれからの私の
人生でかけがえのない財産になると思います。

ドイツ交流を通じて　　　3年　関 孝太さん

　私がドイツ留学で得た最大のものは、英語力の向上と、言語の壁を越えてできた友人たちです。当初は自分
の英語がどこまで通用するか不安でしたが、現地の学生たちと日々会話を重ねる中で、完璧な文法よりも「伝
えたい」という気持ちが重要だと気付きました。間違えることを恐れずに積極的に話しかけるようにした結
果、スピーキング力はとても成長し、自分の考えを英語で堂々と表現できるようになりました。また、放課後
に友人たちとドイツの豊かな自然を散歩したり、クリスマスマーケットでホットドッグを食べた時間は忘れま
せん。うまく話せなくても気持ちが伝わった経験から、大事なのは言葉そのものではないと学びました。温か
いドイツの人々に触れながら異文化の中で過ごした日々は私を大きく成長させた一生の宝物です。
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　海外修学旅行の事前学習として毎年２年生が取り組む行事です。日本の大学で学ん
でいる海外からの留学生を５～７名のグループで横浜市内を英語で観光案内するアク
ティビティで、英語で自己紹介をしたり、中華街、赤レンガ倉庫、ランドマークタ
ワーなどの観光名所を案内しながら散策し、交流を深めます。

横浜 Brothers & Sisters プログラム

　海外からの長期留学生（年間２～３名）が、クラスに所属して一緒に学校生活を送ります。これまでに、アメリ
カ、ブラジル、イタリア、カナダ、ニュージーランド、インドネシア、スペイン、ドイツ、スウェーデン、台湾、
ベルギーなど数多くの国々から日本語や日本文化を学びに訪れ、本校の生徒と一緒に学校生活を送っています。生
徒達は同年代の世界の高校生とのふれあいから多くを学びます。

留学生

姉妹校交流と英語教育

　福島県のBrit ish Hi l lsを訪れ、日常の英語授業での学習事項
を基礎に、更に高度な会話能力を身に付けられるよう、様々
なアクティビティを通して英語を学習します。研修のみなら
ず、生活全てに英語を必要とする同施設において、生きた英
語の体得と国際感覚を身に付けることを目指します。

サマー・イングリッシュ・キャンプ

アメリカ韓国

オーストラリア ドイツ

　姉妹校・交流校交流として、アメリカ・メリーランド州
のフレデリックダグラス高校、ドイツ・バイエルン州のア
ウクスブルクのポイティンガー・ギムナジウ
ム、韓国・世宗市のヤンジ高校、台湾の光復
高校、キャンプ座間のアメリカンハイスクー
ルとの交流を行っています。また、オースト
ラリア・ニュージーランドの高校との交流も
行っています。

オーストラリア交流を通じて　　　3年　芳賀 凜音さん

　私は以前から英語や世界の文化の違いに興味があったので、オーストラリア研修への参加を決めました。
初めての海外、初めてのホームステイだったので少し緊張していましたが、オーストラリアで出会った人達
は皆温かく迎えてくれました。1週間ほどですが現地の学校に通えたのは本当に貴重な体験でした。今でも
交流のあるバディの子は日本のことを沢山質問してくれましたが、そこで初めて私は日本のことを説明でき
るほど知らないと気付き、世界の違いを知っていく上では自国のことも理解しておくべきだと感じました。
ホームステイ先では沢山コミュニケーションを取り、毎日が新鮮で興味深いことの連続でした。聞き取れな
いことで不安を感じた瞬間もありましたが、伝えたいことをまとめて少しでも言葉にすることを意識して会
話しました。中々出来ない経験をさせてもらい、良い刺激を受けたと思います。これからの英語学習も頑張
ろうと思わせてくれた貴重な研修期間でした。

ニュージーランド交流を通じて　　　3年　石山 千紗さん

　私がニュージーランドに興味を持ったきっかけは、弟がラグビーに取り組んでいることでした。実際に訪
れると、ラグビーだけではない多くの魅力に出会いました。現地の人々の親しみやすさや美しい大自然に触
れる中で、自分の世界が広がっていくのを感じました。またラグビーという共通の話題があったことで
ニュージーランドの学生たちとも自然に会話が生まれ、言葉や文化の違いを超えてつながることができまし
た。この経験を通して、文化や価値観の違いを受け入れる気持ち、相手を理解しようとする姿勢、自分から
一歩踏み出して関わることの大切さを学びました。ニュージーランドでの出会いや気づきはこれからの私の
人生でかけがえのない財産になると思います。

ドイツ交流を通じて　　　3年　関 孝太さん

　私がドイツ留学で得た最大のものは、英語力の向上と、言語の壁を越えてできた友人たちです。当初は自分
の英語がどこまで通用するか不安でしたが、現地の学生たちと日々会話を重ねる中で、完璧な文法よりも「伝
えたい」という気持ちが重要だと気付きました。間違えることを恐れずに積極的に話しかけるようにした結
果、スピーキング力はとても成長し、自分の考えを英語で堂々と表現できるようになりました。また、放課後
に友人たちとドイツの豊かな自然を散歩したり、クリスマスマーケットでホットドッグを食べた時間は忘れま
せん。うまく話せなくても気持ちが伝わった経験から、大事なのは言葉そのものではないと学びました。温か
いドイツの人々に触れながら異文化の中で過ごした日々は私を大きく成長させた一生の宝物です。

部活動 活動内容  近年の実績　Club Activities

運動部
Teams

文化部
Clubs

茶華道
合唱
吹奏楽
美術
ESS

陸上競技
野球
サッカー
ハンドボール
バレーボール
卓球

テニス
バスケットボール
バドミントン
弓道
ダンス

イラスト
軽音楽
自然科学
放送
写真

WAO
プログラミング

クッキング同好会
数学研究同好会
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 運動部
◆陸上競技
 令和７年度
  ５月  総体予選西地区大会出場
    男子 砲丸投げ　県大会出場　
  ７月  北相地区高校陸上大会(第二大会)
    男子 砲丸投げ　4位入賞
    4×100ｍＲ　8位入賞
  ９月  新人戦西地区大会出場
    男子 200ｍ　県大会出場
      400ｍ　県大会出場
      走り幅跳び　県大会出場
      砲丸投げ　県大会出場
      4×100ｍＲ 県大会出場
 10月   北相地区高校新人(第一大会)
　　　    男子 100ｍ　2位入賞
      400ｍ　2位入賞
      砲丸投げ　3位入賞
      走り幅跳び　6位入賞
      4×100ｍＲ　3位入賞
      4×400ｍＲ　7位入賞
 11月   KANAGAWA CONBINED EVENT
◆野球
  令和7年度
  4月  春季県大会　出場
  7月  全国高校野球神奈川大会　出場
  8月  秋季県大会地区予選 予選１位通過
  9月  秋季県大会３回戦進出（県ベスト32）
  10～11月 大和市交流大会 ３位
  3月  春季県大会地区予選 2勝１敗 予選３位
  令和８年度
  7月  全国高校野球神奈川大会
  8月  秋季県大会地区予選 
  9月  秋季県大会 
  10～11月 大和市交流大会 
  3月  春季県大会地区予選 
◆サッカー
  令和６年度
  K４リーグ優勝　K３昇格
  関東神奈川県予選ベスト16
  総体・選手権２次予選進出
◆ハンドボール　男子
  令和7年度
  8,9月  令和7年度北相地区大会 3回戦敗退
  11月  令和7年度神奈川県新人大会 2回戦敗退
  1月  令和7年度神奈川県選手権大会 2回戦敗退
  4月  令和8年度関東大会神奈川県予選 1回戦敗退
◆バレーボール　男子
  令和７年度
  4月  県央地区選手権大会 1回戦敗退
  4月  関東大会北相地区予選 1回戦敗退
  6月  令和6年度神奈川県高校総体予選 2回戦敗退
  9月  北相地区秋季大会 1回戦敗退
  11月  令和6年度神奈川県高校選手権大会 2回戦敗退
  11月  北相地区冬季大会 1回戦敗退
  1月  神奈川県新人大会北相地区予選 2日目進出

◆バレーボール　女子
 令和7年度
  4月  関東大会北相地区予選 1日目敗退
  6月  神奈川県高校総体予選3回戦進出
  9月  北相地区秋季大会ベスト16
  11月  神奈川県高校選手権大会ベスト32
  11月  北相地区冬季大会 1日目敗退
  1月  神奈川県新人大会北相地区予選ベスト12（県大会進出）
  2月  神奈川県新人大会出場
◆卓球
 令和４年度
 インターハイ県予選（男子個人戦・男子ダブルス戦）出場
◆テニス
  4月  県高校テニス大会　出場
  7月  県高校新人テニス大会　出場
  8月  北相地区夏季テニス大会　出場
  1月  北相地区冬季テニス大会　出場
  3月  あじさいカップ　出場
◆バスケットボール　男子
  令和７年度
  関東大会北支部予選：２回戦進出
  総体北支部予選：２回戦進出
  北相地区夏季大会：１回戦敗退
  新人戦北支部予選：１回戦敗退
  北相地区冬季大会：２回戦進出
  U18ＫＢリーグ４部B　第４位
◆バスケットボール　女子
 令和７年度
  関東大会北支部予選：１回戦敗退
  総体北支部予選：１回戦敗退
  北相地区夏季大会：１回戦敗退
  新人戦北支部予選：１回戦敗退
  北相地区冬季大会：1回戦敗退
◆バドミントン　女子
 令和６年度
  関東大会地区予選団体：県大会出場
  高校総体地区ダブルス：優勝
  高校総体団体：県ベスト32
  北相西地区夏季大会ダブルス：優勝
  新人大会地区ダブルス：優勝
令和７年度
  関東大会地区団体：優勝
  高校総体地区ダブルス：優勝
  高校総体団体：県ベスト32
  北相地区夏季大会団体：準優勝
  新人大会地区団体：5位
  新人大会団体：県ベスト16
  北相地区冬季大会シングルス：4位
令和８年度
  関東大会県予選団体：ベスト16
  高校総体地区シングルス：3位 5位
◆弓道
 令和６年度
  国スポ予選 男子個人準優勝
      女子個人１０位入賞
  関東大会県予選 女子個人３位入賞
  関東大会 女子個人出場【栃木県宇都宮市】

  全国遠的弓道大会　女子団体出場【福岡県久留米市】 
 関東個人県予選　女子個人優勝
  関東個人選手権　女子個人出場【東京都】
  関東・全国選抜県予選　女子個人優勝
  関東選抜　女子個人出場【東京都】
  新人戦　男子個人６位入賞
  全国選抜　女子個人出場【三重県四日市市】
  令和７年度
 北相地区高等学校弓道大会　男子個人６位入賞
◆ダンス
 令和４年度
 第60回神奈川県高等学校総合体育大会ダンス競技 ８位入賞
 第30回神奈川県高等学校ダンス新人大会 ７位入賞
 令和５年度
 第31回神奈川県高等学校ダンス新人大会 テーマ部門３位入賞
 令和６年度
 第61回神奈川県高等学校総合体育大会ダンス競技 ５位入賞
 第36回全日本高校・大学ダンスフェスティバル出場【兵庫県神戸市】
 第32回神奈川県高等学校ダンス新人大会 テーマ部門５位入賞
  令和７年度
  第63回神奈川県高等学校総合体育大会ダンス競技　　６位入賞
  第33回神奈川県高等学校ダンス新人大会　テーマ部門７位入賞

 文化部
◆茶華道
  7月  相模学校茶道親睦茶会（厚木文化会館）
  9月  文化祭茶会
  1月  初釜
◆合唱
  週２日の活動を通して様々なジャンル
 の合唱曲に取りくんでいます。
  8月  NHK全国学校音楽コンクール 出場（奨励賞）
  9月  萌黄祭 合唱コンサート
  12月  大和市音楽家協会主催
   「冬のコンサート」出演
    神奈川県高等学校合唱祭参加
   （合唱専門部会長賞）
  ３月  校内コンサート
◆吹奏楽
  県央吹奏楽コンクール高等学校の部B部門 銀賞
  県央アンサンブルコンテスト管楽五重奏　銅賞
  県央アンサンブルコンテスト管楽打楽器七重奏　銅賞
  神奈川県マーチング講習会参加
  西北自治会お祭り演奏
  文化祭演奏
  高等学校吹奏楽祭演奏
  第35回定期演奏会開催
◆美術
  週２日、絵画や立体作品の制作に取
 り組んでいます
  9月  文化祭での作品展示
  10月  地域文化祭参加
  12月  神奈川県高校美術展参加
  2023・2024年度　神奈川県高校美術展奨励賞

◆ＥＳＳ
  週２回ALTと英語の活動
  文化祭で国際ゲーム・アーケード開催
  オンラインや郵便で韓国の高校生と交流
  南林間小学校と連携して「服のチカラ・プロジェクト」
  英検対策
◆イラスト
  まんが甲子園作品応募
  年3回の部誌発行
  ※過去の実績(令和4年度)
  第32回全国高等学校漫画選手権大会
 本選出場（全国ベスト30）
  神奈川県教育委員会表彰受賞
◆軽音楽
 令和５年度
  4月 校内ライブ
  7月 校内ライブ
   合同ライブ
  9月 文化祭ライブ
  12月 校内ライブ
  3月 卒業ライブ
◆自然科学 
  校内の畑で野菜栽培
  イチゴの栽培
  生態飼育（淡水魚など）
  海釣り
◆放送
  体育祭・萌黄祭・球技大会での放送
◆写真
 令和５年度
  鎌倉江ノ島撮影会・写真コンテスト 佳作
  神奈川県高等学校総合文化祭高校生写真展 佳作
  令和６年度
  鎌倉江ノ島撮影会・写真コンテスト 佳作
◆国際協力（WAO）
  募金活動・文化祭でのフェアトレード商品販売
◆プログラミング
  令和７年度
  AI自動運転カーレース「8th KAIT Racer GP」優勝

 同好会
◆クッキング
  お菓子作りを中心の活動
◆数学研究
  定期テスト対策
  大学受験対策の勉強、補習
  数学検定取得

部活動を通じて

野球部
神野 伊織さん
　私が野球部に入っていて良かったと感じる最大
の理由は、学校生活だけでは決して得られない多
くの貴重な経験と礼儀を学べる点だと思います。
日々の厳しい練習では、技術の向上だけでなく、
自分に負けない強い心や継続する力が身についた
と思います。また、先輩や指導者への挨拶、道具
を大切に扱う姿勢、時間を守る意識など、社会に
出ても通用する礼儀が身につきました。さらに、

仲間と一つの目標に向かって努力する中で、信頼関係の大切さや支
え合うことの意味を深く実感しました。勝利の喜びを共有する経験
は、教室の中だけでは味わえない特別なものであり、学校生活その
ものを充実したものにしてくれました。これらの経験は、これから
の人生においても自分を支える大きな財産になると思います。

バドミントン部
矢野 愛菜さん
　私は部活動を通じて、「努力し続ける大変さ」
と「仲間の大切さ」を学ぶことができました。先
輩の代の実績にプレッシャーを感じながらも、私
ができることを考え、周りと同じことをしていて
も差をつけられないので何かしらの行動をおこす
ことを大切に、積極的に練習に励みました。すぐ
に結果は出ず、何度も悔しい思いを経験しまし
た。頑張る目的を見失いそうなときは自分自身と

向き合い、今のままで後悔しないかを考えました。県団体ベスト16
を達成できた時に結果がでるまで粘り強く努力することの大切さを
再認識させられました。スポーツは1人ではできません。仲間がい
たからこそ頑張ることができ、笑顔で学校生活を送れました。これ
からも周りの人を大切に、また感謝の気持ちを忘れず、「応援され
る人」になりたいと考えています。



Yamato Nishi High School

School Guide 202605

　本校の進路指導は、「キャリア教育」と「進路実現」を２つの大きな柱としてお
り、３年間の高校生活を見据えた計画的なプログラムにより、きめ細かな指導を行っ
ています。プログラムは「総合的な探究の時間」と「ＬＨＲ」を連動させた年間計画
に基づいて実践します。また、学習習慣を確立し、学習意欲を高め、進路実現につな
げる学習環境の整備を行っています。
　１年次では社会や職業に対する意識を高め、幅広い進路の可能性を学びます。
　２年次では１年次からの取組を継続しながら、個々の興味関心を引き出し、能力を
伸ばすための学習活動を展開します。
　３年次では、データを活用した進路ガイダンスの実施や小論文・面接指導等、各自
の進路実現に直結するプログラムでサポートします。また全学年で模擬試験の全員受
験を実施しています。

卒業者数
大　学 短　大 専門学校

進 学

男 160
女 112
計 272

その他

18
2

20

131
82

213

1
5
6

9
19
28

就　職

1
4
5

進路指導　Career Guidance

■ 令和７年度　卒業生（38期生）進路状況

■ 38期生 令和７年度入試 進路別合格者数　※（　）内は過年度生

自習室

スタディホール

神奈川県立保健福祉大学 0 1 1
高崎経済大学 1 0 1
静岡県立大学 1(1) 0 1

〈大学（私立）〉
青山学院大学 0 3 3
麻布大学 3 0 3
亜細亜大学 2 0 2
桜美林大学 9 6 15
学習院大学 2 0 2
神奈川工科大学 7(1) 0 7
神奈川歯科大学 0 1 1
神奈川大学 26(1) 11 37
鎌倉女子大学 0 1 1
関東学院大学 8 3 11
北里大学 6 0 6
九州産業大学 0 1 1
共立女子大学 1(1) 0 1
杏林大学 2 0 2
工学院大学 1 0 1
國學院大學 4 1 5
国際医療福祉大学 1 2 3
国士舘大学 5 0 5
駒沢女子大学 2 2 4
駒澤大学 19(1) 1 20
相模女子大学 0 1 1
産業能率大学 3 1 4
実践女子大学 1(1) 3 4
上智大学 3(1) 0 3
湘南工科大学 4(1) 0 4
昭和女子大学 0 3 3
昭和薬科大学 1 0 1
女子美術大学 0 1 1
成蹊大学 4 1 5
成城大学 2 3 5
専修大学 47 13 60
大正大学 5 0 5
拓殖大学 3 0 3
玉川大学 8(2) 2 10
多摩大学 4(1) 1 5
中央大学 7 1 8
帝京大学 11 1 12

田園調布学園大学 1 0 1
東海大学 55 5 60
東京医療保健大学 4 0 4
東京工科大学 4 1 5
東京造形大学 6 0 6
東京電機大学 1 1 2
東京都市大学 5 8 13
東京農業大学 0 2 2
東洋英和女学院大学 0 2 2
東洋学園大学 1 0 1
東洋大学 9 5 14
二松學舍大学 2(1) 1 3
日本体育大学 0 1 1
日本大学 10(1) 6 16
フェリス女学院大学 0 1 1
法政大学 9 0 9
武蔵大学 1 0 1
武蔵野大学 1 0 1
武蔵野美術大学 1 0 1
明治学院大学 17 4 21
明治大学 3 1 4
明星大学 11 1 12
目白大学 4(4) 0 4
横浜商科大学 1(1) 0 1
横浜美術大学 1 0 1
立教大学 7 0 7
立正大学 0 1 1
和光大学 3 0 3
早稲田大学 2(2) 0 2
日本航空大学校 0 1 1
ビューティ＆ウェルネス専門職大学 0 1 1
The University of Sydney 2(2) 0 2
ZEN大学 1 0 1

大学（四年生）合計 383 105 468

アルファ医療福祉専門学校 0 1 1
大原簿記医療秘書公務員専門学校町田校 0 3 3
国際文化理容美容専門学校渋谷校 0 1 1
慈恵看護専門学校 0 1 1
首都医校 1 0 1
尚美ミュージックカレッジ専門学校 0 1 1
新東京歯科衛生士学校 1 0 1
専門学校神田外語学院 1 0 1
東京モード学園 0 1 1
日本外国語専門学校 1 1 2
日本工学院専門学校 0 2 2
日本リハビリテーション専門学校 0 1 1
ＨＡＬ東京 0 1 1
早稲田美容専門学校 0 1 1
町田デザイン＆建築専門学校 0 1 1
厚木看護専門学校 0 2 2
神奈川県立よこはま看護専門学校 0 1 1
湘央生命科学技術専門学校 0 1 1
藤沢市立看護専門学校 0 1 1
横浜歯科医療専門学校 1 1 2
横浜スイーツ＆カフェ専門学校 0 1 1
横浜中央看護専門学校 1 0 1
横浜デジタルアーツ専門学校 0 1 1
横浜ビューティーアート専門学校 1 0 1
神奈川県立衛生看護専門学校 1 0 1
昭和医科大学付属看護専門学校 1 0 1

専門学校合計 9 23 32

専修・各種学校

和泉短期大学 0 2 2
湘北短期大学 1 2 3
鶴見大学短期大学部 1 0 1

短大合計 2 4 6

短期大学

学  校  名
四年制大学

一般 推薦・総合 計

学  校  名 一般 推薦・AO 計

学  校  名 一般 推薦・AO 計
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　本校の進路指導は、「キャリア教育」と「進路実現」を２つの大きな柱としてお
り、３年間の高校生活を見据えた計画的なプログラムにより、きめ細かな指導を行っ
ています。プログラムは「総合的な探究の時間」と「ＬＨＲ」を連動させた年間計画
に基づいて実践します。また、学習習慣を確立し、学習意欲を高め、進路実現につな
げる学習環境の整備を行っています。
　１年次では社会や職業に対する意識を高め、幅広い進路の可能性を学びます。
　２年次では１年次からの取組を継続しながら、個々の興味関心を引き出し、能力を
伸ばすための学習活動を展開します。
　３年次では、データを活用した進路ガイダンスの実施や小論文・面接指導等、各自
の進路実現に直結するプログラムでサポートします。また全学年で模擬試験の全員受
験を実施しています。

卒業者数
大　学 短　大 専門学校

進 学

男 160
女 112
計 272

その他

18
2

20

131
82

213

1
5
6

9
19
28

就　職

1
4
5

進路指導　Career Guidance

■ 令和７年度　卒業生（38期生）進路状況

■ 38期生 令和７年度入試 進路別合格者数　※（　）内は過年度生

自習室

スタディホール

神奈川県立保健福祉大学 0 1 1
高崎経済大学 1 0 1
静岡県立大学 1(1) 0 1

〈大学（私立）〉
青山学院大学 0 3 3
麻布大学 3 0 3
亜細亜大学 2 0 2
桜美林大学 9 6 15
学習院大学 2 0 2
神奈川工科大学 7(1) 0 7
神奈川歯科大学 0 1 1
神奈川大学 26(1) 11 37
鎌倉女子大学 0 1 1
関東学院大学 8 3 11
北里大学 6 0 6
九州産業大学 0 1 1
共立女子大学 1(1) 0 1
杏林大学 2 0 2
工学院大学 1 0 1
國學院大學 4 1 5
国際医療福祉大学 1 2 3
国士舘大学 5 0 5
駒沢女子大学 2 2 4
駒澤大学 19(1) 1 20
相模女子大学 0 1 1
産業能率大学 3 1 4
実践女子大学 1(1) 3 4
上智大学 3(1) 0 3
湘南工科大学 4(1) 0 4
昭和女子大学 0 3 3
昭和薬科大学 1 0 1
女子美術大学 0 1 1
成蹊大学 4 1 5
成城大学 2 3 5
専修大学 47 13 60
大正大学 5 0 5
拓殖大学 3 0 3
玉川大学 8(2) 2 10
多摩大学 4(1) 1 5
中央大学 7 1 8
帝京大学 11 1 12

田園調布学園大学 1 0 1
東海大学 55 5 60
東京医療保健大学 4 0 4
東京工科大学 4 1 5
東京造形大学 6 0 6
東京電機大学 1 1 2
東京都市大学 5 8 13
東京農業大学 0 2 2
東洋英和女学院大学 0 2 2
東洋学園大学 1 0 1
東洋大学 9 5 14
二松學舍大学 2(1) 1 3
日本体育大学 0 1 1
日本大学 10(1) 6 16
フェリス女学院大学 0 1 1
法政大学 9 0 9
武蔵大学 1 0 1
武蔵野大学 1 0 1
武蔵野美術大学 1 0 1
明治学院大学 17 4 21
明治大学 3 1 4
明星大学 11 1 12
目白大学 4(4) 0 4
横浜商科大学 1(1) 0 1
横浜美術大学 1 0 1
立教大学 7 0 7
立正大学 0 1 1
和光大学 3 0 3
早稲田大学 2(2) 0 2
日本航空大学校 0 1 1
ビューティ＆ウェルネス専門職大学 0 1 1
The University of Sydney 2(2) 0 2
ZEN大学 1 0 1

大学（四年生）合計 383 105 468

アルファ医療福祉専門学校 0 1 1
大原簿記医療秘書公務員専門学校町田校 0 3 3
国際文化理容美容専門学校渋谷校 0 1 1
慈恵看護専門学校 0 1 1
首都医校 1 0 1
尚美ミュージックカレッジ専門学校 0 1 1
新東京歯科衛生士学校 1 0 1
専門学校神田外語学院 1 0 1
東京モード学園 0 1 1
日本外国語専門学校 1 1 2
日本工学院専門学校 0 2 2
日本リハビリテーション専門学校 0 1 1
ＨＡＬ東京 0 1 1
早稲田美容専門学校 0 1 1
町田デザイン＆建築専門学校 0 1 1
厚木看護専門学校 0 2 2
神奈川県立よこはま看護専門学校 0 1 1
湘央生命科学技術専門学校 0 1 1
藤沢市立看護専門学校 0 1 1
横浜歯科医療専門学校 1 1 2
横浜スイーツ＆カフェ専門学校 0 1 1
横浜中央看護専門学校 1 0 1
横浜デジタルアーツ専門学校 0 1 1
横浜ビューティーアート専門学校 1 0 1
神奈川県立衛生看護専門学校 1 0 1
昭和医科大学付属看護専門学校 1 0 1

専門学校合計 9 23 32

専修・各種学校

和泉短期大学 0 2 2
湘北短期大学 1 2 3
鶴見大学短期大学部 1 0 1

短大合計 2 4 6

短期大学

学  校  名
四年制大学

一般 推薦・総合 計

学  校  名 一般 推薦・AO 計

学  校  名 一般 推薦・AO 計

生徒数クラス数
7
7
7

1年生
2年生
3年生
計

男147名  女132名
男134名  女142名
男155名  女116名

826名

年　 間
学 年 費
諸 会 費
計

62,000円
27,326円
89,326円

令和 8年度1学年  主な諸経費（参考）

※  上記の金額はあくまでも目安です。
 他に修学旅行の積み立て等が加わります。（令和 8 年 5 月 1 日現在）

主な通学区域
大和市 230名
相模原市 194名
横浜市 81名
座間市 132名

海老名市 43名
綾瀬市 54名
藤沢市 44名
その他 48名
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学校データ　創立  昭和61年（1986年）

カリキュラム一覧（参考） 令和８年度入学生

選択Ａ②（2年文系）

数学Ｃ／音楽Ⅱ／美術Ⅱ／論理・表現Ⅰ（英会話）
ハングル／ドイツ語／中国語／スペイン語

１年生芸術は、音楽Ⅰ・美術Ⅰ
のいずれか１科目２単位を選
択する。
同一科目は同一学年の内で
一度しか選択できない

２年生は文系・理系いずれかを選択する。
２年生文系は「日本史探究」「世界史探究」のいずれか１科
目２単位および選択Ａより１科目２単位を選択する。
２年生理系は「化学」「生物」のいずれか１科目３単位を選
択する。

３年生は文系・理系いずれかを選択する。
３年生文系は「地理探究」「日本史探究」「世界史探究」「政
治・経済」「数学Ⅰ」「数学Ａ」より4単位を選択する。
３年生理系は「数学Ⅱ」「数学Ⅲ」より１科目４単位および「物
理」「化学」「生物」より１科目を選択する。
３年自由選択は８単位まで選択できる。
３年自由選択の化学・生物は理系選択と同一科目は選択でき
ない。

選択 B④
（3 年文系） 地理探究／日本史探究／世界史探究

政治・経済／数学Ⅰ②・数学Ａ②

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

現代の国語②

歴史総合②

古典探究②

数学C②

数学B②

※物理②

選択A②

日本史探究②
世界史探究②

数学Ⅰ③

数学A②

化学基礎②

生物基礎②

体育③

数学Ⅱ③

数学Ⅱ④

保健①

保健①

音楽Ⅰ／美術Ⅰ②

英語コミュニケーションⅠ③

英語コミュニケーションⅡ④

論理・表現Ⅰ②

論理・表現Ⅱ②

家庭基礎②

総合的な探究の時間①
LHR

総合的な探究の時間①
LHR

英語コミュニケーションⅢ④

古典探究④ 数学Ⅱ④
数学Ⅲ④

選択B④
※物理④
化学④
生物④

化学③
生物③

総合的な探究の時間①
LHR

論理・表現Ⅲ②

情報Ⅰ②

1年 2年 文系 2年 理系 3年 文系 3年 理系

言語文化②

文学国語②

公共②

論理国語③

体育③

物理基礎②

体育②

地理総合②

自由選択⓪～⑧
文学国語
国語表現
倫理
数学Ⅰ　　　　　数学Ｂ
演奏研究　　　　化学④
英語コミュニケーションⅡ　　生物④
論理・表現Ⅱ　　ビジュアルデザイン
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※変更される場合がありますので、日程等は必ず本校ホームページをご覧ください。

学校説明会等の日程
球技大会

体育祭1年オリエンテーション 萌黄祭（文化祭）

４月
始業式・入学式
１年オリエンテーション
模擬試験
横浜B＆Sプログラム
校外学習

10月
海外修学旅行
イングリッシュ・キャンプ
中間テスト
萌黄祭
（文化祭）
学校説明会

5月
中間テスト
体育祭

11月
進路ガイダンス

6月
教育課程説明会
英語検定（3年希望者）
生徒総会

12月
期末テスト
ポイティンガー・ギムナジウム訪問
韓国訪問
球技大会

7月
期末テスト
三者面談
講習 ・ 補習
サマー・イングリッシュ・キャンプ
オーストラリア交流校訪問

1月
模擬試験

8月
部活動合宿
学校説明会
講習 ・ 補習
三者面談

2月
入学者選抜

9月
英語検定

3月
卒業式
学年末テスト
球技大会
フレデリックダグラス高校訪問
ニュージーランド交流校訪問
ドリームプロジェクト（1年）

大和西高校の１年間　Calendar of Yamato Nishi High School

URL https://www.pen-kanagawa.ed.jp/yamatonishi-h/

◆全公立展 6月 13 日（土）
◆公私合同説明会 8月 6 日（木）
◆学校説明会（本校） 8月 21 日（金） ／ 10月 31日（土）

生徒の原案を基に同窓会の協力で作成した
YNC（大和西コミュニケーション）マーク


